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○ 実施日時： 令和７年 12月 19日（金） 13：00～14：15 

 

○ 実施場所： 大磯町立大磯幼稚園 ２階ホール 

 

○ 説 明 者： ・ 大磯町 ３名 

       ・ 社会福祉法人真澄児童福祉会（設置運営事業者） ２名 

 

○ 参 加 者： 大磯幼稚園保護者 ６名 

 

○ 説明内容：  (1) 三者協議について（資料１） 

(2) 認定こども園の運営内容について（資料２） 

         (3) 認定こども園園舎新築工事の進捗状況について（資料３） 

 

○ 主な意見・質問事項と回答：  

(1) 三者協議について 

 ⇒ 意見・質問なし 

 

(2) 認定こども園の運営内容について 

 

 

 

 Ａ 生後６ヵ月から就学前までのお子さんを対象とする予定です。 

 

 

 

 

 Ａ ５歳児も午睡を行いますが、段階的に午睡の時間を減らし、小学校入学を見据え

た生活リズムにシフトしていく予定です。 

 

 

大磯町立大磯幼稚園認定こども園移行事業に係る三者協議（第１回） 

結果概要 

Ｑ 一時保育事業の対象年齢は。 

Ｑ 年長児も午睡を行うのか。 
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 Ａ 大磯幼稚園の保育内容を大切にしていきたいので、基本的には園行事を継承して

いく考えです。 

その一方で、認定こども園移行により、就労など保育を必要とする保護者やそのお

子さまも利用されるため、様々なご家庭の状況を踏まえながら行事のあり方を検討

する必要があると考えています。 

地域との連携については、過去に法人で民営化を行ったノウハウを活かしながら、

民営化後も連携を継続できるよう町との引継ぎをしっかりと行ってまいります。 

 

 

 

 

 

 Ａ クラスの名称については、保護者の意見を参考に検討させていただきます。 

カラー帽子については、毎年色を変えるのではなく、学年で色を決めて持ち上がる

形で考えています。 

その他、具体的な園運営について、特に保護者の関心が大きい部分については、ご

意見を伺いながら検討してまります。 

 

 

 

 

 

 Ａ 正規職員については、他の町立園などに異動することになります。 

   会計年度任用職員については、人数や職種などの具体的な雇用方法は今後検討す

ることになりますが、認定こども園移行後も大磯幼稚園のお子さまや保育内容を知

っている方に引き続き勤務継続していただきたいと考えています。 

また、令和８年度には、認定こども園で勤務する予定の法人職員に大磯幼稚園の保

育に携わっていただく「合同保育」を実施し、保育内容の引継ぎやこどもや保護者た

ちとのコミュニケーションを深めていただくことで、円滑な移行を図っていく予定

です。 

 

Ｑ 認定こども園移行後も大磯幼稚園の園行事をできる限り継続してほしい。 

  民営化しても地域と連携した園行事は継続できるのか。 

Ｑ クラスの名称やカラー帽子の色など、保護者の意見を参考にしていただくことは

できるのか。 

Ｑ 民営化すると先生は全員変わってしまうのか。 

先生が変わることによるこどもたちへの影響が心配である。 
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 Ａ 認定こども園移行により、支援が必要なお子さまが転園することのないよう対応

していきたいと考えています。 

   また、支援を必要とするお子さまの受入れにあたっては、町立園と全く同じ体制

をとることは難しいかもしれませんが、町と連携を密にとりながら保育の引継ぎを

丁寧に行い、これまで培ってきた法人の保育のノウハウなども活かしながら、新し

い認定こども園においてそのお子さまに合った保育が提供できるよう検討してまい

ります。 

 

 

 

 

 Ａ ご指摘のとおり町立幼稚園の預かり保育料と同様の金額設定は難しいと考えてい

ます。町内私立園の料金設定を参考に検討し、保護者へ説明してまいります。 

また、認定こども園移行により、就労等の保育の必要性のある保護者については、

教育認定（１号認定）から保育認定（２号認定）の利用に切り替えることで、預かり

保育を利用せずに必要な保育を受けることができる場合があります。 

 

 

(3) 認定こども園園舎新築工事の進捗状況について 

 

 

 

 

 

 

 Ａ ご迷惑をおかけして申し訳ありません。 

   現在、「地盤改良工事」を行っており、金属製の杭を地中に埋める際に金属をたた

く音が発生しております。 

   その他、大きな音が発生する工事工程としては、令和８年１月中旬から３月まで

の「基礎工事」、５月中旬の「木軸躯体工事」、12月の外構工事、令和９年４月以降

に実施する既存園舎の解体工事が予定されています。大きな音や臭いが発生する工

程については工事スケジュール板に明記いたします。 

Ｑ 工事の音がこどもに与える影響を心配している。 

現在、金属をたたくような大きな音が発生しているが、これが一年中続くのか。 

大きな音や臭いが発生する場合には、園内に掲示されている工事スケジュール板

にその旨を記載してほしい。 

Ｑ 支援を必要とするこどもに対する支援体制は。 

Ｑ 町立幼稚園の預かり保育料は、町内の私立園に比べ非常に安価である。同じ料金

設定は難しいと思うので、保護者へ丁寧に説明した方がいいのでは。 


